
創立10周年に思う   

ノ亡広島l「r数ffセンターー所長 久保田  尚  

山高きが故に尊からず、樹あるを以って尊  

しとす、といいます。建物が輪奥の美を誇一ノ  

ても、施設設備がいかに充実完備していても  

それが活用され、餌場の実りがをければ意味  

はありません。   

ありがたしゝことに、所臼は草創の意気に燃  

え「劫初より造り営む殿堂に、我も黄金の釘  

一つ打つ」の気概を以って、事業の推進に津  

身の力を傾注して取り組み、その姿には涙ぐ  

ましし1ものがありました。このことは、学校  

や校長会等のご協力と研修生各自の自己啓発  

への熱意や気晩と相ま一ノて、創業への力強い  

原動力とをり、私は前途に曙光を見出し、深  

し1喜びを味わうことができました。   

札は在職4年間、常に重い荷物を感じなが  

らも充実した‖々であったと、今心楽しく一日］  

想し、ニの間多くの方々との邁近を想い、ご  

支授に対して感謝の気持ちでい一ノばいです。   

ニの10周年が大きく飛躍する起点となるこ  

とを念じながら、今Llの教育課題の究明と未  

来を志向する教育への要請に応える教育セン  

ターとして、ますます充実発展されることを  

お祈りいたします。  

広．紆市教育センターが、  

創、上10周年を迎えられまし  

たことを、心からム喜び申しあけますこ、   

ノU、えば、私にとって数台センターとの関わ  

りは、昭利46年、市教育委冒会指導課にわしゝ  

て「教育センターの基本構想」を、1仁て、設置  

の必要性を具申したことに始まります。   

二加寺の環境は、設七の機運に乏しく雉航が  

続きましたが、51fl二度にな一ノてようやく建設  

が認められ 、53年1H、小雪の舞う現在地に  

おしゝて起工式が行われた時には、長年の夢の  

実りに感無量をものがありました。   

53年1（川には、しょう涌な建物が′完成し、  

子寺望の教育センターが発足しました。   

ところで、緑とは缶しきもので、54年4H、  

私は教育センターヘの勤務辞令を拝領しまし  

たが、着任しての第－の課題は、政令指定郡  

市昇格を口前にして、教職員研修施設の拡充  

建設ということでした。   

幸いにも、 多くの方々の絶大なご／ミニカによ  

って、57年3H、実験・実技、製作実習や教  

育工学、視聴覚研修、教育相談等の方鮎貨設備  

を備えた新館が偉容を現しました。  

編集・発行／広島市教育センター 〒732広島市東区牛山新町イH17番1号＋℡（082）223－3563   
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A  
‾7 ヽ  求められている研修  

広島入学教育学部助敦投 岡 兼 寿 隆   

私に広島大学で教育学を勉強しようという  

きっかけをリーえてくれたのは、昭和30年代初  

期の竹原市の北部に位置する賀茂川中学校の  

教育実踏である。「［′］発協同学習」として知  

られるその実踊は、信川実先生という校長の  

リーダーシップにもよろうが、それ以上に先  

生ガの研修の成果が大きいと考える〔、   

中学校在サ時代を【rll厳しながら最近の研順  

に求められる．探題を述べてみたい。   

この中、み校に人草してます’驚いたり、理解  

に＃しんだことは、人草式や朝礼透通じて、  

ルソー、ヘスタロソチ、フレーベルといノ〕た  

教育学の先吾の辛が頻繁に出てくることであ  

一ノた、、ことにフレーベルの教育忠想は、二の  

、；÷校しり教育雌念であり、教育トイ標にな1‾丁い  

た。三i三f粛こ向日らゎた∴棄、いわば校訓であ  

るが、それは「＝に兄えないものを杵戸に」  

であるし、フレーベルは『人問の数百』にムい  

て、旧刊の本分は、l′忙け）本賞、‖己の神代  

を意．撤して、」′1J決定と【′1山をモノノノて、∩ら  

の生～．千の小に㍍l’糊していくこと、f．モ勅させる  

こと、明瞭にすることだとし、教育はそれを  

励まし、迫と一段をホすことだとしているし1  

二のような理念を先生んは研修し、一つひと  

つの意味せ甘い小二し、共通埋鰭の帖を広げ、  

実棋王移していぐ廿体的をノノ法を「上′一発協H  

′、jキ習」として創．Lい．されていた－。   

この学便では、ナ便経常や教育1ゼという  

ものは、教育効果を卜げる単なる投術でもな  

ければ、人や物の「操作」でもなし㌧ それら  

は常に教育理念によって生がり・えられ、教育  

理念を共規化する活動とみなされている。授  

業や生徒指導のみならず、事務、施設・設備  

の管理であれ、学校内のすべての清動が教育  

理念の具現化に向けられている。つ   

今L」、「偶作ある学柏経営」とか「創造的  

な学f交絹営」が叫ばれ、それに向（十ての学校  

牧羊や教制の研帽の必要件が説かれる。とこ  

ろが研修の実態をみると、実践的力畳の形成  

に比重がかHられ、「技術性」の追求とその  

最適化に終始している。授業研究でも、生徒  

指導でも、学柁経営などの細城でもそうであ  

る。学校経′さ号の諸実践のノ叉省と・■†■欄子に資する  

原理としての教子持乳念は、′、み校として、常に  

追い求めていかなければならない〔。教育理念  

にu合される「意味」の共有を教師間で拡人  

していこうとする伸雄引まほとんどない。校外  

での研修にそれを求めることはできない。楼  

内研恨にこそそれが可能なのである。「拍術  

作」を．」・iめていく研修を毛頭否定はしないが、  

個々の′、il校で教育理念を持ち合わせていくこ  

と、それを汁現化するためには、投業はどう  

進めるのか、維′肯はどのようにやらなければ  

なトうない〃）かなどを常一にノ【J、考することこそ人  

リ」にされなければならないと考える、、そこに  

÷順の「佃性」や「創造件」が汁．てこよう 

「肛理があ一〕て：ノ結城がともなわなかノノたり、  

’鼻躁があノノて原作がない」きノのは、上一汗）’’iご二校  

・甘折になりえないと†J川先生は指摘されろ  

教子f改革論譲はJJ誉んだが、′且頼む振り返・」‾J  

末梢を改め■rいく似本的な教育理念と、教石  

上「E念そわl¶本㌢末梢を減圧て  一人ひとりし「）教  

帥が■：■J；め、相小．i宇発によ／〕てさらに高山∵い  

くうち力があ′）て、辛偉紆．ごi－の♯耕烏牒打）られ  

る。教石門．含は辛校を動かすのであろ ケ、  

求められる研職工、∵校として、教職＝璧再1  

として、どのような押念を共イjてゝきるか、そ  

れを追い求めることではなしゝだろうか∵ 敷石  

理念のハ体的張開を蝕Lhするのが、求められ  

る研伯であると考える。   
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心  と 体  の 教 育 を  

広島市中粍町′トナ校長 古 川 典 行  

また、本県のスホー、ソ振田！、競技力向上に  

ついての新聞記事が11につきますr、それに1－jF  

せて、J’・どもたちの体位や体力、運動能力（り  

ひ弱さが話題となノ」ています′  

教育改革は論議の段階から、実践の捜隋を  

迎えようとしています〔ノ 21世紀社会に生きる  

豊かな心をもったくましい／▲どもたちの育成  

に、今、教師の力量が期待されています。  

教育センター間設以来のご労苦に感謝し、   

10周年を心からお祝いするとともに、今【」の  

教育課題とも言える心と体の教育について、  

これまで＝上の研惟の場を設けていただきま  

すことをわ願いする次第です。  

10日川の洋卜仰佗を終えた新作孝州Iiの「仰  

佗′1三のマナーについては考えさせられた」と  

いう帰校第 一声、通Ilのように報道される苦  

者の生命軽視の風潮、私が人聞ド㌧クで食事  

をした時「いただきます」「ごちそうさま」  

の接拶をしをい大人に驚いたことなどをノど、う  

につけ、今次改訂される教育課程基準の改吾二  

の課題とさえ∴われる道徳教育の人り」さをか  

みしめながらスタートした∵ト期です。   

今、「1木の初等教育は知的な面では世界の  

トソフレベルにあると∴われていますが、ニ  

れを支える人件・心・休の教育上つし、ての貧  

しさが心配されているところです、、  

教育センターに期待する  

研 修 の 意 欲 づ け の 場 に   

広島「江立砥園来車、／‥校長 杉 山 武 郎  

を嘆き、人いに刺激も受けました。   

私にと一ノて理科教育センターとは、多く（り  

学ぷ仲間を得、その人たちによ一ノて明Hから  

の研修への意欲をナノ・えてもらう揚でした。   

広島市教育センターは、出来卜がった研修  

メニューを選ばせて食べさせるだけというと  

ころではなく、研修生同十の心が触れ合う場  

であり、思いきり発表し合い、意見を交換で  

きる研修の甥であってはしいと思います。   

研修はリ・えてもらうのを待つより、現場の  

実践の中から課題を求めていくものでなけれ  

ばなりません。教育センターが教育創造の真  

の意味での中心であることを望みます。   

若い頃、理科の教師である私は、よく県立  

理科教育センターを利用したものです。   

どうすればわかりやすく教えられるか、こ  

んな実験で指導F1標は適せられるのか、この  

ような悩みを同僚教師に敢えてもらったり、  

議論したりして解決しようとしたものですが、  

やはり未解決の問足勘ま多く残りました。   

そんな‖寺、理科教育センターは大変役立ち  

ました。つ それは、そこでナぷ内容もさること  

ながら、そこに集まる人からいろんな考え方  

を聞くことができたからです。  

「i分と同じ考えには、喜びとともに「I信を  

深め、異った考え方に対しては、己の不勉強  
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匪匝］匝］画風匪］  

天体の指導に関する教具の開発  
「星座の年周運動モデル実験機」の製作   

広島市教育センター指導÷事 西 川 勝 士   

色電球」を固定し、必要な明るさが自由にコ  

ントロールできるよう抵抗スイ、ソナを接続し  

た。地球は、人陽を中心に公転、F′沌云が作意  

の速度で恒」転できるよう天球ドーム外側にハ  

ンドルにより操作するようにした。また、地  

球を任意な位置で制止させ、天球ドームを軌  

かすことにより、見かけの太陽や星＿の動きを  

捕らえることができるようにした。  

開発教具による検証授業   

市立中学校2校（研究協力圭i在勤校）で教  

具としての有効作や改良すべき点を把捉する  

ため「「1周運動」「隼周運働」のナ習内容 をしい  

心に授業を行った（。  

中学校f酎斗第2分野「宇宙とその中の地球」  

の指導では、観察・観測ができ難いことや適  

切を教具が少をいことなど様々な指導の難し  

さが指摘されている。本研究では、二れらの  

問題点解決に役克つ教具の開発を行ったもの  

である。  

開発教具の機能   

小・ 中′、㌔校の天体の学習内容から開発教具  

の観察・実験機能を次のように設定した。  

●昼夜が生じる原理が観察・実験できる  

●四季が生じる原理が観察・実験できる  

●jj！．や太陽の1口の動きが根証できる  

●牡や太陽の1年（ハ軌きが柏試できる  

●量や居座亮どの観察■観測の補助的機能を   

持つ  

●夜景の状況（［1然感）が夫視できる  

開発教具の特徴   

ノご球の理解を深めることができるようヰ：市  

の広がりを、1休化し、天体のl1」．邪卦軌や隼粍  

運動等の事象・現象を地球の動き（地動説）  

太陽や星の兄かけの動き（天動説）を観察・  

実験できるようにした。  

一
年
周
運
動
の
授
業
風
景
 
 
 

開発教具の有効性についての調査結果   

開発した教ハが′トfノLや孝州l盲亡二と′ノ）てイ√効で  

あるかどうかを叩】らかにするために、律儀や  

機能、「辛習理解、興味・関心、探求心及び意  

欣をどについてアンケート調査を実施したノ  

すべての項l†で有効性が認められたが、教帥  

の調査結果から、特に重量や持ち運び、天球  

ドームの衝撃に対する強度などに対して雉点  

があることが明らかになったし）  

今後の課題   

大体の指導に、より有効な教主主として改善  

を図るとともに、この教具を活用する指導法  

について研究を深めていきたい。  

広島市教育センター『研究紀要』第8号   

用〃不日63年4月発行）参照   

一
開
発
教
具
の
夜
景
状
況
 
 

開発教具の構造   

人型透明半球の内側に手書きした星座ヘフ、  

ラックライトの光を照射することによ牛星座  

が発光し、天球ドーム仝†本が夜景の状態とし  

て浮き出る。天球ドームの中心に擬太陽「黄  
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ジ オ  体 操  

広島市教育センター指導主事 松 田 了 二   

操などで、先生のオルガ、ンに合わせてラジオ  

体操を行う胤嵩も見られたという。   

ラジオ体操は、戦後一時期中止されたが、  

今年11月で還暦を迎える。この夏も、子ども  

全行事などとして実施され、全回では、連日  

3，000万の人の参加があったといわれる。  

∫▲どもたちの夏休みの朝は早い。朝の公園  

や広土鋸二は、出欠カードを首にぶら卜げた戸  

どもたちが、眠そうなRをこすりながらラジ  

オ体操に集ま／」てくる。   

ラシ’ォ体操は、逓信省簡易保険局が保険事  

業を進める「l的で考案し、昭利3年11十】1日  

に東京中央放送局管内ではじめて放送開始さ  

れた。この咋開局した広烏放送J．古（JOFK）  

が、翌年3f］から全回放送、を中継するまで1  

咋余り放送した体操は、休「」を除く毎朝7峠、  

ラッパ手の起床ラソパで始め、片令によ一」て  

行われたという。   

夏休みの朝の行事とな／」たラジオ体操も、  

り川、封まラシ、ォ受信機が少なく、学校などを会  

場に実施され、参加者が連日300人を超える  

会場もあノノたという。また、学校では全校体  
白鳥小学校卒業アルバム（昭和9年）より  

一
中
学
校
理
科
実
験
講
座
 
 

▲小学校道徳資料作成講座   ▲生徒指導講座   
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＊講師 評論家  

草 柳 人 蔵 先生  

著書「企業主凹論」「水は深く掘れ」  

ほか多数  

＊演題「制度の土一壬′克と睨場の真′実」  

＊日時 町絹「163年12f］1Ⅲ困14＝30～  

＊場所 広島市＃少年センター  

＊対象 教職臼、社会教育関係職員   

教育センターでは教育研究をす－㌻めるに1  

たノノて、次の〟々に研究協力‖をお願いして  

います。  

昭和63年度研究協力員  

研究領域  研究協力£l氏名  仲冊交（l拙 γ   

lけ 川l】パ／、壬  落倒－′‥√松  

香 川 豊 志  ′腋西中乍校  

藤 井 佗 草  Jこ‖l回け校  

木 ん 承  似鳥乍牒中ナ校  

隼 徒 指 導                               後 藤  －t  軍田川卑校  

新 川 利 博  祇園東11】学校  

幾 川 鵜 川】  基町高等十校  

久 村 別 人  沼＝l■甘等ナ校  

佐々木i．1】志  広島「業高等′、√校   

■1】▲ 山  ノど  倉掛′卜：ン校  

佐々木 二r・■刃  倉掛′」、ナ校  

：ri‖ L代「  l′】畠′卜、iと校  

■1iたβ 手【】】ノむ  ＝畠′巨jモ校  

t f占 科 孝ケ 膏                             桶 川 腎   ノ亡′葺・二．－‖’．小ナ校  

安 ノIl二  華  本川小′、；ご二校  
今 川 テル′一  本川′卜、jモ校  
占 ＝ 知J’一  矢野小ナ柏  

黒 木1・；〔モ′▲  矢野′巨ilf交   

国 語 科 教 育  柿 木   郎  ！射叫】ナ頼   

障1．県 教 育  野 付 1ト ′▲  広．島荏護守校   

幼 稚 園 教 育  中l＝1∴ 悪  舶越助郷l剰   

音 数科 教 育  亀 圭 悠  原小′封交   

理 科 教 育  、ド 元  弘 次  青島中学校   

技術・家庭科教育  坂 F】麻 孝  

小学校   

今年度後期は次の5名の先生方が、それぞ  

れの＃門分野で研修を進めておられます。  

＊理科教育：土犀恭子教諭（落合中′芋校）   

相場題口：直二接経験を通して、′、i÷習理解を  

深める指呼法の研究  

＊英語科教育：坂恵ナ教諭（伴小′、i÷校）   

相購報引1：Rcadi‖gの運‖雁力を育てる指  

呼法についての研究  

＊生徒指導：川島廣行数．諭（山川小学較）   

研修題H：孤、■工化仰向をホす児童の人間関  

係を育てる生徒指導の研究  

＊教育相談：紺茹羊教諭（暇町小学較）   

研修題旧：休場針予習を過してリユキ主の好まし  

い人問関係を育■rる研究  

＊教育工学：久留島利彦教諭（矢野小学校）   

研帽題目：個別的学習の揚におけるコンヒ  

ーL一夕fl†川法についての研究  
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今L＝］は、広島市教育センター創、上10周  

咋記念特集虻中心に編集しました。この  

10周年を新たな節目として、今後ますま  

す役に止ち活用される教育センターとな  

るよう努力を重ねたいと思います。   


